
令和７年５月１日

記 者 発 表 資 料

令和７年度災害時等協力協定を締結しました

～災害発生時の組織的な支援活動の迅速な対応を図るために～

国土交通省佐伯河川国道事務所では、災害発生時及び異常気象時における迅速な

状況把握や円滑かつ的確な災害復旧等を図るために、以下の６部門について、関係

各社と令和７年度の協力協定を締結（令和７年３月２５日締結）しました。

記

【協定部門】

（１）道路部門 ： １４社

（２）河川部門 ： ５社（他部門との重複あり）

（３）電気通信関係部門 ： ２社

（４）機械関係部門 ： ３社

（５）測量・設計部門 ： １０社

（６）地質部門 ： ７社

延べ ４１社（内訳は別紙１のとおり）

【参考】

九州地方整備局管内における災害協力活動の状況

・九州地方整備局ホームページ

URL：https://www.qsr.mlit.go.jp/bousai_joho/saigaikyouryoku.html

・令和６年８月台風１０号における佐伯河川国道事務所管内の事例（別紙２）

＜問合せ先＞

九州地方整備局 佐伯河川国道事務所

（ＴＥＬ）０９７２－２２－１８８０（代表）

副所長 （河川担当） 麻生 英介 （内線２０４）
あ そ う えいすけ

副所長 （道路担当） 谷口 廉宏 （内線２０５）
たにぐち やすひろ



【別紙１】

令和７年度災害時協力企業 ４１社（内重複企業５社）

※順不動

【道路部門：１４社】

朝日工業テクノス（株） （株）友岡建設

小田開発工業（株） 西日本土木（株）

（株）風戸工務店 （株）NIPPO
（株）佐々木建設 （株）野中エンタプライズ

前田道路（株）九州支店 （株）高山組

（株）松井組 谷川建設工業（株）

（株）盛田組 （株）友岡組

【河川部門：５社】

小田開発工業（株） 谷川建設工業（株）

（株）風戸工務店 （株）盛田組

（株）佐々木建設

【電気通信関係部門：２社】

（株）清電社 大徳電業（株）

【機械関係部門：３社】

（株）協和製作所 （株）ミゾタ

（株）酉島製作所 九州支店

【測量及び設計部門：１０社】

（株）兼田コンサルタント 九建設計（株）

東洋技術（株） 九州建設コンサルタント（株）

東洋測量設計（株） 協同エンジニアリング（株）

西日本コンサルタント（株） （株）サザンテック

（株）冨士設計 （株）テクノコンサルタント

【地質部門：７社】

基礎地盤コンサルタンツ（株） タナベ環境工学（株）

（株）キョウワ （株）アストソイル

日本地研（株） 大日本ダイヤコンサルタント（株）

明大工業（株）



九州地方整備局

○令和6年8月28日から台風10号に伴う内水被害を軽減するため、佐伯市及び大分県からの支援要請を受け佐
伯河川国道事務所から排水ポンプ車６台を各樋門へ配置した。
【災害協定企業：谷川建設工業㈱、小田開発工業㈱、㈱盛田組、㈱風戸工務店、㈱佐々木建設】

○災害協定企業は、24時間体制で番匠川水系での排水作業を8月30日まで実施し、浸水被害軽減に貢献した。

谷川建設工業㈱
吉良 東 氏

災害対策用機械派遣 番匠川水系での内水排除作業(災害協定企業5社)(佐伯河川国道事務所）

㈱盛田組
廣瀬 拓也 氏

㈱風戸工務店
梅田 良太 氏

･番匠川の水位が上がり、川裏側の内水
が排出できなくなりそうでしたので、排
水ポンプ車を稼働し、内水被害を軽減
しました。

･雨量が多く、道路が浸水すると思われ
ましたが通行止めは避けることができ
ました。

･台風10号に伴う大雨（豪雨）により、番
匠川での内水排除作業を行いました。

･排水ポンプ車を堤防上に設置している
ため暴風により大きく揺れることもあり
ます。

･今後も浸水被害を最小限に抑えるべく
頑張っていきたいと思います。

･過去の教訓を生かし長丁場になるこ
とを予測し、予備燃料を事前に確保
しました。

･今後も大雨が発生する可能性は０で
はないため、関係機関、協力会社と
の密な連絡体制、人員確保など予期
せぬ事態に対処できるように努めて
参ります。

笠掛樋門

山梨子樋門 女島樋門

長谷樋門樫野樋門

小倉樋門

別紙２（九州地方整備局ホームページより抜粋）


	Taro-記者発表（令和７年度災害時協力業者決定）全協定一括
	令和７年度災害時協力協定（記者発表原稿）
	Taro-記者発表（令和７年度災害時協力業者決定）全協定一括
	Microsoft PowerPoint - 災害名看板.pptx


